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視 

点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価

（３月19日実施） 

総合評価（３月19日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育課
程 
学習指
導 

①-1本校のミッシ
ョン実現に向け
て、新しい教育課
程を実践するとと
もに、継続的な見
直しを図る。 

①-２ICTをはじめ
様々な教育資源を
利活用し、社会の
変化に対応でき
る、情報活用能力
や問題解決能力を
伸ばす学習支援を
行う。 
目指す生徒像や
生徒のニーズを
的確に捉え、組
織的で発展的な
授業改善のさら
なる推進を図
る。 

②行事運営を主体的
な学びの場に位置
付け実施する。 

①-１教育課程の教
育効果をさらに
上げるため、課
題を発見し、見
直しと充実を図
る。 

①-２「上南指導メ
ソッド」に基づ
く学習活動を充
実させるととも
に、新たな授業
改善の取組を検
討し、社会の変
化に対応できる
学習能力を高め
る学習活動の実
践を行う。 

②生徒一人ひとり
が主体的に目標
を持ち、企画段
階から学校行事
に関われるよう
支援する。 

①-１過去３年間の学習
活動を中心とした教育
課程の実践を振り返
り、選択指導のあり
方、学習評価の方法な
どを検証し、教育課程
の改訂も視野に入れた
見直しを行う。 

①-２「授業力向上推進
重点校」の取組とし
て、令和７年度の研究
主題を策定し、全職員
による授業改善の取組
を実施する。 

②学校行事において各組
織・係の担当職員およ
び生徒と連携を密に取
り、各行事の目的に沿
った企画、運営が行わ
れるよう支援する。 

①-１選択指導のあり
方、学習評価の方法を
教科会などを通して具
体的に検証し、改善に
つなげたり、教育課程
の改訂や運用の見直し
を実現することができ
たか。 

①-２令和７年度の研究
主題を新たな視点で策
定し、授業研究の取組
を実施できたか。生徒
による授業評価から主
題に関する改善が読み
取れたか。 

②行事後の生徒振り返り
アンケートで、満足度
や主体的な関わりの充
実度が読み取れたか。 

①-１教育課程について、教員対象アン
ケートや教科会を通して、具体的な課
題の発見と検証を行い、改訂や新教育
課程作成に向けて見通しを立てられ
た。 

①-２第２期「授業力向上推進重点校」
の目標として「授業力」を定義づけて
新たな研究主題を策定できた。授業改
善の取組では、研修で「エンゲージメ
ント」について学ぶ等、新たな視点で
全職員による取組の充実を図れた。 

②実行委員や係となった生徒が主体的に
企画・立案し、体育祭の新種目や文化
祭の中庭テニスコートでの後夜祭等大
いに学校行事を盛り上げた。 
上南祭後の生徒アンケート回答でも
70％を越える肯定的な回答があっ
た。 

①-１発見された課題を共有し、現行
教育課程の改訂を行うとともに、
令和13年度開校する新校の教育課
程編成を開始する。次期学習指導
要領の内容についても情報収集を
行う。 

①-２第２回「生徒による授業評価」
の数値は全体として第１回を上回
った。研究主題に関する項目の肯
定的な評価割合は、いずれも85％
を上回った。しかし、授業改善の
効果を読み取る数値として課題が
あるため、評価方法に工夫を行う
必要がある。 

②上南祭後のアンケートから７割は
概ね満足しているという回答が得
られた。また、今年度は例年と異
なる場所で実施した企画が複数あ
った。それについての意見として
は、例年通りの場所で開催するこ
とを望む意見が多かった。 

①-1 教育課程、学
習指導につい
て、４年間の目
標を定め、各年
度で自己点検・
自己評価がなさ
れており、一定
の評価をした
い。 

①-1 再編・統合に
向け、教育課程
等の準備を相手
校と連携や調整
を取り、進めて
ほしい。 

①-2IICT 機器が学
習活動や情報共
有の場面でさら
に効果的に活用
されることを期
待する。 

①-1 よりよい教育課程
の編成を目指し、現行
の課題を発見し、改善
に向けた見通しを立て
られた。 

①-2 第２期指定校事業
の１年目として成果を
あげられた。ICT の効
果的な活用については
課題がある。 

②行事では、委員や係を
中心に生徒が主体的に
取り組み、全体の満足
度も高かった。来年度
は体育祭の会場が変更
になるため、企画段階
から計画的に生徒主体
の活動を進める必要が
ある。 

①現行教育課程の
改訂と、新校の
教育課程編成の
方針案作成を行
う。 

①-2ICT の効果的
な活用を含めた
組織的な授業改
善の取組計画を
作成し、実施す
る。 

②上南祭等の学校
行事において、
職員・生徒が連
絡を密にとり、
生徒主体で企画
や運営を計画的
に行い、内容を
充実させる。 

２ 

（ 幼
児・児
童・） 
生徒指
導・支
援 

①個別支援の視点か
ら支援体制を構築
する。 
生徒の成長と変
容につながる交
通安全指導を推
進する。 

②部活動の一層の推
進と目標を明示し
主体的に取組む指
導を推進する。 

①-1 かながわ子ど
もサポートドッ
クを有効に活用
し、支援の必要
な生徒に確実に
支援が届くよう
に、支援体制充
実を図る。 

①-2 交通安全指導
の充実を図り、
交通事故の減少
につなげる。 

②部活動加入率・
成果の向上を図
り、各部活動に
おける目標達成
のための支援を
行う。 

①-1 サポートドックア
ンケートの結果をもと
にした個別面談と
SC、SSWを効果的に
活用したサポート会議
を充実させ、子育て支
援センター等の外部機
関との連携を図るとと
もに、事案に応じて、
データの蓄積も検討
し、個別支援体制につ
なげる。 

①-2 日常の交通安全啓
発指導と始業式・終業
式・学年集会等で交通
安全啓発講話を行い、
事故件数の減少につな
げる。生徒主体の交通
安全活動も検討する。 

②生徒会オリエンテーシ
ョンや部活動見学を効
果的に実施するととも
に、各部活動の活動・
成果を学校 HP へ積極
的に発信できるよう支
援する。 

①-1SC、SSW の有効
活用を踏まえた組織的
な支援が機能したか。
[職員アンケート肯定
的評価９０%以上] 

①-2 交通事故件数が２
０件を下回ったか。 

 交通安全への意識が向
上したか。[生徒アン
ケート肯定的評価
90%以上] 

②部活動の入部率や対外
試合での成果等が向上
したか。HP の更新が
数多く行われたか。 

①-1  職員対象のアンケートでは肯定的
評価が 100％であったことから、
SC、SSW の有効活用を踏まえた組織
的な支援が機能したと判断できる。 

①-2 自損事故を含めた交通事故件数が
昨年22 件に対し本年度は既に21 件
となっており、前年度を下回ることは
できたが、目標とした 20 件を下回る
ことはできなかった。 
交通安全意識か向上したか、について
の生徒対象アンケートでは、肯定的評
価が 95％と高い評価を得ることがで
き、目標を達成できた。 

②部活動の入部率は３学年全体で 86％
と高い水準を維持した。運動部入部率
も 53％と半数以上の生徒が継続して
いることを示している。HP の更新も
今年度新たに立ち上げた公式インスタ
グラムを中心に各部活動が活発に活動
を発信した。 

 
 

①-1 5月と11月にサポートドック
アンケートを実施し、その結果を
もとにプッシュ型の面談、SC・
SSWを交えてのサポート会議を実
施し、情報共有に加え、その後の
個別支援へつなげられた。また、
命に係る質問項目にアラートがつ
いている生徒数を集約し、傾向を
掴むとともに、全職員で対応への
理解を深めた。 

①-2 交通安全啓発事業を昨年度に続
き 1 学年対象に実施した。相模原
警察署職員を招き、事故の発生し
やすい場所やその原因について学
習し、自己啓発につなげた。4 月
の交通安全教室に加えてもう一つ
の交通安全教育の柱としていきた
い。 

②１年生全員に部活動を体験するよ
う指導してきたが、昨今の中学校
部活動の縮小傾向に伴い、今年度
は混乱が見られた。制度改善の必
要がある。 

①-1 サポートドッ
クを活用しての支
援は評価できる。
生徒の状況は変化
するので、職員対
象アンケート複数
回実施等でさらに
きめ細やかな体制
構築を期待する。 
①交通安全指導の
一層の推進は評価
したい。死傷事故
を防ぐという観点
で重点的に取り組
み、道路交通法改
正や青切符導入等
を踏まえて自転車
のルール徹底を指
導してほしい。 
②部活動は初心者
が安心して参加し
成長できる指導体
制充実を期待す
る。 
②部活動の制度改
善は方向性への言
及があるとよい。 

①-1 サポートドックと
年度末アンケート、ス
クリーニング会議、ケ
ース会議等により、組
織的な対応と支援の必
要な生徒の把握は確実
に行えたが、支援が十
分に行えなかったケー
スもあった。 

①-2 交通安全意識は高
まっているが、交通事
故件数は横ばいであ
り、ヘルメットの着用
数も伸びていない。年
２回の交通安全教室の
継続実施に加え、日々
の注意喚起、啓発活動
に力を入れたい。２年
生の部活動加入率は
91％で、多くの生徒
が継続している。一方
で新入生の加入制度は
改善が必要である。 

②部活動は高い入部率で
あったが、新入生への
部活動紹介等をさらに
工夫する必要がある。 

①-1 サポートドッ
クアンケートに
基づく個別面談
と SC、SSW を
有効活用したケ
ース会議等をさ
らに充実させ
て、支援の必要
な生徒を確実に
把握し、外部機
関等の専門家の
支援に繋げる。 

①-2 青切符導入も
踏まえた安全運
転への注意喚起
を粘り強く行
い、交通安全教
室をより充実さ
せ、交通事故減
少に繋げる。 

②わかりやすい部
活動紹介を行
い、部活動見学
の機会や体験入
部期間増加で、
安心して部活動
に加入できるよ
う指導する。 
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３ 
進路指
導援 

①３年間を俯瞰した
指導プランを策定
し、確かな学力の
向上と生徒一人ひ
とりが主体的に自
分の可能性を広げ
高める意識を向上
させ、進路実現を
図る。 

②進路指導の職員研
修等を充実し、目
標を明確にした学
習・進路指導を推
進する。 

① Classi を活用
し、家庭学習の
充実を図ること
で、日常生活に
おいての勉学に
対する姿勢を養
い、学習への意
欲を向上させ
る。また、進路
行事を通し、生
徒自身が将来に
関して、切実感
を持って考えら
れるようにす
る。 

②ICT教育ツールや
進路情報発信サ
ービスを利用
し、効果的な進
路指導を行う。 

①-1 Classi を活用し、
家庭学習時間の管理を
精力的に行うよう、生
徒に指導する。また、
週末課題だけでなく、
普段の宿題や課題、AI
による個別対応の教材
なども家庭で取り組ま
せ、学習習慣を確立す
る。 

①-2 学年ごとに効果的
な時期に進路ガイダン
スを企画する。また、
進路室の classroom
を開設し、進路情報を
より身近に得られるよ
うにする。 

②ICT 教育ツールを.教員
使用だけでなく、生徒
使用まで拡張し、進路
情報をより効果的かつ
効率的に活用する。そ
のための職員及び生徒
への説明・研修会を適
宜設定する。 

①-1 生徒にとって進路
実現のための学習の習
慣づけとして効果的で
あったか。[生徒アン
ケート肯定的評価
80％以上] 

①-2 進路ガイダンスや
進路室の情報により自
分の将来について考え
るようになったか。
[生徒アンケート肯定
的評価80％以上] 

②職員・生徒対象の研
修、説明会により、進
路情報を効果的かつ効
率的に活用できるよう
になったか。[職員及
び生徒アンケート肯定
的評価80％以上] 

① -1 Classi を活用した週末課題で家庭
学習の習慣化を図った。模擬試験のあ
る週には、生成 AI で個別最適化され
た教材を利用し、個別の模試対策に取
り組ませ、自己分析を用いた学習方法
の確立を図った。 

①-2 学校運営協議会員からご示唆をい
ただき実施した２年対象卒業生講話
等、各学年で適切な時期に進路関係企
画を実施した。特に３年一般受験生に
は、校外模試実施や教師の受験体験講
話で学習意欲向上を図った。進路室の
classroomを用いて進路情報を多数発
信し、進路選択の支援を行った。 

②教員対象 ICT教育ツール研修会とキャ
リア支援グループ員対象の詳細な研修
会も行い、知見を深めた。生徒にも模
試分析会、教育ツールを用いた情報収
集方法研修会を行い、生徒がより進路
情報を収集できる環境を整えた。全学
年の面談でClassi ･Compassを用い
た。 

①-１Classi の活用方策が限定的で、
週末課題や小テスト、面談での活
用に留まり、生徒の自発的な活用
はまだ定着していない。次年度も
教員対象・生徒対象研修会を設定
し、授業や家庭学習での活用を広
げ、学習支援と進路活動支援の両
立を継続する。 

①-2 進路ガイダンスの内容の検討が
必要である。３年生は早めの進路
決定を優先して、年内入試での合
格を目指す傾向がある。次年度
は、早期から最適な進路を考えさ
せ、安易な進路選択を避けるよう
に指導する。生徒の教育ツール研
修方法も、研修内容を活用しきれ
ず、情報収集が十分でない生徒が
散見された。今後は面談でも担任
から教育ツールの活用指導ができ
るように、職員、生徒向け共に効
果的な研修会を開催したい。 

①-1 授業・単元の
最初や最後に、
該 当 範 囲 の
Classi へのリン
ク情報提供な
ど、生徒が関連
ページにアクセ
スしやすくする
工夫を期待す
る。 

①-2 進路情報をカ
レンダー形式で
提供すると、生
徒にとって見通
しが立てやすい
ものとなる。 

①-1 今年度も週末課
題、模擬試験対策にお
いてClassiの活用を十
分に行うことができ
た。生徒の自発的利用
を推進したい。 

①-2 進路ガイダンスを
適当な時期に設定し成
果を挙げた。特に今年
度の2学年では「卒業
生大学講話」を新たに
実施し、在校生の進路
の見識を深めた。さら
に生徒自身が、見通し
をもって進路を考える
ように支援する必要が
ある。 

   

①-1 Classi の使用
用途の提示が課
題である。学校
関係者から頂い
た意見を元に、
クラスルームな
どに Classi のリ
ンクを貼り付け
るなど、授業や
家庭学習でも情
報にアクセスし
やすい環境を整
える。 

①-2 次年度も生徒
の進路の見聞が
広がるようなガ
イダンスを適宜
設定する。特に
一般受験を目指
す１，２年生へ
の情報提供を工
夫し、支援を充
実させる。 

４ 
地域等
との協
働 

①学校運営協議会を
活用し、全ての生
徒が関われる地域
活動を整備する。 
総合的な探究の
時間等の課題解
決学習に地域資
源を活用し、地
域との協働を推
進する。 

 

 

①「地域社会に貢
献する」という
視点を持ち、よ
り多くの生徒が
主体的かつ能動
的に活動に関わ
れるよう、地域
資源を活用しな
がら、地域連携
活動を充実させ
る。 

①地域連携実行委員を軸
に、地域行事に生徒が
主体的に関わる機会を
広げ、地域社会とのつ
ながりを深める。ま
た、地域資源を活かし
た取組を１学年全体で
展開できるよう、学年
と連携して計画段階か
ら協働し、探究活動の
質的な向上を図る。 

①地域連携実行委員の活
動を通じて、生徒が主
体的に地域と関わる機
会を創出できたか。ま
た、１学年を対象とし
た地域資源を活用した
プロジェクト型探究活
動において、学年と連
携しながら取組の質と
生徒の関与度を高めら
れたか。［生徒アンケ
ート肯定的評価 90％
以上］ 

①地域連携実行委員を中心に、地域行事
への参加機会を拡充し、生徒が主体的
に地域と関わる場を複数設定した。生
徒は地域行事に積極的に参加し、企画
運営の補助や来場者対応等を通して行
事の活性化にも貢献した。また、１学
年では、地域資源を活用したプロジェ
クト型探究を学年で連携して実施し、
取組の質と生徒の関与度を高められ
た。生徒アンケートにおいても肯定的
90評価が概ね90％以上となり、目標
は概ね達成した。 

①地域行事への参加を「参加・協
力」にとどめず、生徒が目的設定
や企画立案、役割分担、運営改善
まで担うなど、より主体的に関与
できる形へ発展させる必要があ
る。地域資源を活用したプロジェ
クト型探究については、課題設定
の根拠を明確化し、先行事例・文
献の参照、調査方法の妥当性の検
討、データに基づく分析・考察、
成果の発信までを一連の過程とし
て位置付け、より研究に近い探究
活動へと質的向上を図る。年間計
画の早期策定と評価規準の共有、
外部連携先との協働体制の整理、
成果物と省察の蓄積・公開を進
め、地域と学校共に価値ある取組
として継続的に改善する。 

①地域社会との関
わりへ生徒の主
体的・能動的な
取組が重要だ。 

①自治会の祭に参
加があり、地域
住民は満足して
いる。今後は、
自ら企画提案し
地域と一体とな
って活動する環
境を構築しても
らいたい。 

①同窓会も含め、
地域社会への活
動参加・連携が
図れるよう期待
する。 

①地域連携実行委員を中
心に地域行事に積極的
に参加した。また、多
くの１学年の生徒が、
プロジェクト型探究活
動に積極的に参加する
ことができた。さら
に、生徒自身が主体
的・能動的に活動に取
り組むように内容等を
検討する必要がある。 

①これまで以上に
「地域社会に貢
献する」という
視点を持ち、地
域連携実行委員
の活動をより充
実させていく。
また、地域連携
実行委員をはじ
めとして、主体
的・能動的に活
動できる生徒を
さらに育成す
る。 

５ 

学校管
理 
学校運
営 

①職員・生徒主体の
環境美化活動、防
災計画を推進し、
安全安心な学校づ
くりを進める。 

②業務改善の推進や
学校内外の資源活
用を通し、事故不
祥事防止ととも
に、働き方改革を
推進する。 

 

 

 

 

①生徒の災害時の
状況への想像力
を養う防災訓練
の実施と生徒が
互いに環境への
意識を高め合う
活動を実施し、
職員・生徒とも
に安全安心な学
校づくりに参画
する意識の向上
を図る。 

②職場環境整備と
業務軽減を実施
するとともに、
事故・不祥事を
未然に防止す
る。 

①「共助カード」を作成
し、生徒に災害時の対
応を周知し、自分にで
きることを考えさせ
る。環境美化委員を中
心に学校内外の美化活
動に取り組み、フィー
ドバックをすることで
全校生徒の自主性を高
める。 

②-1 オフィス改善を行
って職場環境を整え、
業務軽減も実施する。 

②-2 不祥事防止会議を
中心に実効性のある不
祥事防止研修を実施す
る。 

①防災訓練や環境美化活
動を通して、安全安心
な学校づくりをする一
員であることを認識で
きたか。［生徒アンケ
ート肯定的評価 90％
以上］ 

②-1 オフィス改善によ
り働きやすい職場環境
を整え、業務軽減策を
実施し、働き方改革に
つなげられたか。 

②-2 不祥事防止研修が
実効性のあるものとな
ったか。 

①防災については、「共助カード」を各
教室に配備し、各種訓練を通して生徒
の当事者意識や日頃の防災意識の向上
を図り、生徒アンケートでは 93%の
肯定的評価を得た。環境美化活動につ
いては、学年横断で清掃状況をチェッ
クするクリーンチェックを２回実施
し、全校生徒の清掃への意識を高める
ことができた。（環境美化に関する生
徒アンケートは３月実施のため、実施
後に記述） 

②-1 オフィス改善により職員室と事務
室の什器を入れ替え、職場環境を整え
られた。 

②-2 時機に応じた不祥事防止研修を行
え、事故不祥事防止ができた。 

①「共助カード」を生徒が実際に使
用する訓練などを実施し、誰もが
身近にいる大人にSOSを出せるよ
う、実践力を育むことを目指す。
次年度は実技訓練でより一層生徒
の意識向上を図る。また、清掃状
況のチェックだけでなく、清掃用
具の点検・管理を徹底させて環境
美化意識のさらなる向上を図る。 

②-1 職員室・事務室の整備を進め、
職場環境を整える。業務軽減の改
善策を検討し働き方改革につなげ
る。 

②-2 不祥事防止研修の内容や方法を
さらに工夫し、実効性のある研修
とする。 

①防災の取組は、
成果があがって
いる。 

②業務改善、不祥
事防止を進めて
いるが、来年度
はさらに工夫を
して、推進して
ほしい。 

①生徒の防災意識は向上
しているので、次は防
災実践力の向上を図
る。また、生徒による
点検を充実させ、環境
美化を意識できる工夫
を講じる。 

②-1 職場環境改善は、
一定の成果を収めたの
で、整備を進める。業
務軽減を工夫する。 

②-2 事故不祥事の未然
防止はできた。研修会
の在り方を工夫する。 

①実技訓練を実
施、「共助カー
ド」の生徒によ
る項目見直しを
実施する。日頃
の清掃で学校づ
くりへの参画意
識が持てるよ
う、点検項目、
方法等を生徒主
体で再検討す
る。 

②-1 教職員から意
見を集め、業務
改善を進める。 

②-2 研修内容や形
態を工夫する。 



 

 
視 

点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価

（３月19日実施） 

総合評価（３月19日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 

 


